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は
じ
め
に

《
嶺
松
廬
図
》（
口
絵
）は
文
化
元
年（
一
八
〇
四
）、
広
島
藩
の
儒
者
で
あ
る
頼
春
水

（
一
七
四
六
〜
一
八
一
六
）
の
友
人
で
、
画
家
、
俳
人
の
太
田
午
庵（
一
七
五
三
〜

一
八
〇
八
）が
春
水
の
居
宅
風
景
を
描
い
た
作
品
と
さ
れ
る
。
今
日
で
は
知
ら
れ
ざ
る

画
家
に
よ
る
忘
れ
ら
れ
た
作
品
と
も
言
え
る
が
、
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
は
広
島

市
内
の
呉
服
商
で
あ
っ
た
新
延
亀
太
郎
が
所
蔵
し
、『
頼
山
陽
全
書（

１
）』な

ど
の
書
籍
や
絵

葉
書
、
展
覧
会
で
紹
介
さ
れ
、
春
水
や
そ
の
子
、
頼
山
陽（
一
七
八
〇
〜
一
八
三
二
）

ら
が
暮
ら
し
た
屋
敷
の
風
景
を
伝
え
る
絵
画
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
昭
和

戦
後
期
に
所
在
不
明
と
な
る
も
、
平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
の

特
別
展『
頼
山
陽
と
ゆ
か
り
の
文
人
た
ち
』に
出
品
さ
れ
、
令
和
六
年（
二
〇
二
四
）に

至
っ
て
広
島
県
立
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。

本
稿
は
広
島
県
ゆ
か
り
の
江
戸
絵
画
と
し
て
注
目
す
べ
き
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
①

作
者
は
伝
称
さ
れ
る
と
お
り
太
田
午
庵
で
よ
い
の
か
、
②
画
面
は
屋
敷
の
事
実
性
を
ど

の
程
度
担
保
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
基
づ
い
て
紹
介
す
る
。
長
ら
く
紹
介
さ

れ
て
い
な
い
作
品
で
あ
る
た
め
、
第
一
に
作
品
の
概
要
を
確
認
す
る
。
第
二
に
伝
称
画

家
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
午
庵
の
基
準
作
品
と
の
比
較
か
ら
得
た
見
解
を
提
示
す
る
。

第
三
に
屋
敷
の
平
面
図
や
春
水
の
日
記
な
ど
を
参
照
し
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
仮
想
と

現
実
を
考
察
す
る
。
以
上
に
よ
り
、
作
者
と
さ
れ
る
午
庵
が
実
際
の
屋
敷
風
景
を
仮
想

の
書
斎
風
景
に
置
き
換
え
て
描
い
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

一
　
作
品
の
概
要

こ
の
作
品
は
縦
九
五・四
㎝
、
横
八
二・一
㎝
の
本
紙
を
有
す
る
掛
物
で
、
本
紙
の
上

部
に
は
縦
四
三・
三
㎝
の
紙
本
に
記
さ
れ
た《
嶺
松
廬
記
》（
図
1
）、
下
部
に
は
縦

五
二・一
㎝
の
絹
本
に
描
か
れ
た《
嶺
松
廬
図
》（
図
2
）を
合
装
し
て
い
る
。
近
年
に
は

両
作
を
併
せ
て《
嶺
松
廬
記
及
図
》
と
も
称
さ
れ
、
共
通
の
主
題
で
あ
る「
嶺
松
廬
」

は
、
春
水
が
寛
政
元
年（
一
七
八
九
）
十
二
月
十
六
日
、
城
下
の
武
家
屋
敷
地「
杉
ノ

木
小
路
」に
藩
か
ら
拝
領
し
た
屋
敷
の
書
斎
を
指
す
と
さ
れ
る

（
２
）。

用
紙
に
つ
い
て《
嶺
松
廬
記
》
紙
本
は
、
彩
箋
二
種
六
枚
で
あ
る
。
書
面
に
向
か
っ

て
右
か
ら
、
第
一
紙
、
第
三
紙
、
第
五
紙
は
薄
緑
地
緑
青
摺
り
の
蕉
葉
尽
く
し
文
彩
箋

を
天
地
互
い
違
い
に
、
第
二
紙
、
第
四
紙
、
第
六
紙
は
薄
白
茶
地
金
泥
摺
り
の
蕉
葉
文

彩
箋
を
用
い
て
い
る
。
紙
継
は
各
紙
の
左
端
裏
を
別
紙
の
右
端
表
に
重
ね
貼
り
し
、
第

一
紙
か
ら
第
五
紙
ま
で
が
横
一
四・〇
㎝
〜
一
四・二
㎝
で
ほ
ぼ
整
い
、
第
六
紙
の
み
が

頼
春
水
の
居
宅
風
景
《
嶺
松
廬
図
》
と
太
田
午
庵

隅
　
川
　
明
　
宏
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図1　嶺松廬記（部分、縦24.0㎝×横36.0㎝範囲）

図2　嶺松廬図（部分、縦24.0㎝×横36.0㎝範囲）
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い
ず
れ
に
し
て
も
根
拠
、
論
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

さ
て
、
春
水
は
寛
政
二
年（
一
七
九
〇
）
八
月
一
日
こ
の
屋
敷
に
移
り
住
み
、
そ
の

後
の
改
修
を
経
て
居
室
に「
嶺
松
廬
」と
名
付
け
、
文
化
元
年（
一
八
〇
四
）十
一
月
に

名
付
け
の
由
来
を
初
め
て
著
し
た
。
そ
の
文
章
が「
嶺
松
廬
記
」で
、
用
字
用
語
の
異
な

る
原
文
は
い
ま
四
種
を
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち《
嶺
松  

二
字
》合
装
本（
頼
春
水
書
、

頼
山
陽
史
跡
資
料
館
蔵（

５
））、《

嶺
松
廬
図
》合
装
本（
頼
春
水
書
、
広
島
県
立
美
術
館
蔵
、

本
稿
掲
載
本
）、《
頼
氏
旧
宅
図
》合
装
本（
頼
聿
庵
書
、
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
蔵（

６
））、『

春

水
遺
稿
』
収
録
本（
頼
山
陽
編
、
文
政
十
一
年〔
一
八
二
八
〕
刊
本
）
で
あ
る
。
本
稿
で

取
り
上
げ
る《
嶺
松
廬
図
》合
装
本
の
原
文
に
基
づ
い
て
、
次
に
釈
文
を
掲
載
す
る
。
な

お
掲
載
に
あ
た
っ
て
、
原
文
の
改
行
を
／
で
示
し
、
読
解
に
資
す
る
句
読
点
を
補
っ
た
。

「
嶺
松
廬
」（
朱
文
長
方
印
）

寛
政
元
年
己
酉
之
冬
、
奉
／
賜
苐
之
命
、
翌
年
庚
戌
之
秋
、
徒
居
焉
。
方
二
十
弓

許
、
地
近
于
・市
、
百
需
／
皆
得
。
獨
知
有
讀
書
講
習
之
處
、
炊
爨
供
具
之
室
、
稍

為
不
／
便
。
居
數
年
、
欲
更
之
而
不
更
。
乃
與
家
人
議
、
召
工
師
、
口
講
／
指

畫
、
刻
日
量
力
而
授
之
。
工
人
解
事
、
屋
梁
不
動
、
而
各
易
／
區
處
。
今
之
讀
書

處
西
北
四
五
歩
之
地
、
舊
有
薪
廠
。
撤
之
益
／
取
開
朗
。
更

踈
竹
數
竿
、
忽
得

西
嶺
頂
有
松
樹
。
所
謂
宗
固
氏
／
・
者
、
四
方
所
瞻
卬
。
余
甚
愛
之
。
子
姪
門
生

為
賀
之
。
余
因
諗
之
曰
、
女
／
知
彼
宗
固
氏
乎
。
今
國
老
上
田
氏
之
祖
、
天
正
慶

長
之
際
、
在
戦
／
鬭
兵
馬
之
間
、
有
名
士
稱
。
若
樫
井
血
戦
遂
殲
巨
魁
、
天
下
所

／
共
知
也
。
既
老
游
心
泉
石
。
園
與
三
瀧
對
、
其
頂
栽
松
、
園
樹
／
相
接
、
極
為

勝
絶
。
蓋
宗
固
氏
、
數
歴
危
難
、
老
而
後
樂
／
之
。
余
今
偶
然
得
諸
几
案
上
。
謂

二
百
年
前
、
為
余
栽
／
之
亦
可
。
奇
亦
甚
。
吾
與
女
軰
幸
生
於
偃
武
之
後
、
游
觀

／
以
為
娯
。
其
将
如
之
何
。
吾
人
勵
精
文
武
、
以
備
緩
急
、
或
為
爪
牙
、
／
或
為

横
一
一・五
㎝
で
あ
る
。
ま
た《
嶺
松
廬
図
》

絹
本
は
、
経
糸
二
本
を
添
わ
せ
た
筬
目
二

ツ
入
の
平
織
で
あ
る
。
経
糸
五・
〇
㎜
範
囲

を
撮
影
し
た
画
像（
図
３
）
を
目
視
す
れ

ば
、
経
糸
の
糸
幅
〇・
一
一
㎜
程
度
、
緯
糸

の
糸
幅
〇・
一
三
㎜
程
度
、
糸
の
交
差
に
よ

る
絹
目
の
大
き
さ
は
縦
〇・
〇
八
㎜
、
横

〇・
一
七
㎜
程
度
で
、
五・
〇
㎜
四
方
あ
た

り
の
糸
数
は
経
糸
二
十
四
本
、
緯
糸

二
十
三
本
で
あ
る
。

落
款
に
つ
い
て
は《
嶺
松
廬
記
》
書
家
の
署
名
を
欠
く
が
、
文
末
に「
藝
藩
教
授
賴

惟
寛
印
」
朱
文
長
方
印（
縦
三・
八
㎝
、
横
二・
三
㎝
）、
文
頭
に「
嶺
松
廬
」
朱
文
長
方

印（
縦
四・五
㎝
、
横
二・七
㎝
）が
捺
さ
れ
て
い
る
。
文
末
の
落
款
印
は『
広
島
頼
家
関

係
資
料
』（
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
蔵
、
国
指
定
重
要
文
化
財
）に
現
存
せ
ず
、
文
頭
の
引

首
印
は
現
存
す
る
印
章
の
一
つ
に
見
え
る（

３
）。

現
存
印
に
は
左
右
の
郭
線
に
欠
け
が
あ
る

一
方
、
書
面
の
印
影
に
欠
け
は
な
く
、
同
一
印
と
す
れ
ば
、
欠
損
す
る
以
前
の
完
好
な

状
態
で
捺
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、《
嶺
松
廬
図
》
画
家
の
落
款
は
な
い
。

こ
の
収
納
箱
の
蓋
表
に「
嶺
松
廬
圖
記  

賴
春
水
先
生
書　

太
田
午
庵
老
人
畫
」、
蓋
裏

に「
明
治
丁
亥（
二
〇
年〔
一
八
八
七
〕）三
月
初
五
香
苑
主
人
觀
于
與
物
為
春
精
舎
南

窓
下（
白
文
方
印
）（
朱
文
方
印
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。《
嶺
松
廬
図
》
画
家
を
太
田
午

庵
と
す
る
伝
称
は
、
本
稿
筆
者
が
確
認
し
た
範
囲
で
こ
の
箱
書
が
最
も
古
い
。
た
だ

し
、
そ
の
後
に「
賴
春
水
筆　

自
畫
賛
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
事
例（

４
）も

あ
る
。
こ
れ
ら

の
伝
称
は
、
当
初
の
所
蔵
者
に
よ
る
口
伝
に
基
づ
く
の
か
、
鑑
賞
者
に
よ
る
作
風
の
鑑

定
に
基
づ
く
の
か
、
又
は
春
水
と
関
係
の
深
い
画
家
を
想
起
し
て
仮
託
さ
れ
た
の
か
、

図3　嶺松廬図　絹本（経糸5㎜範囲）

28 ( 19 )

広島県立美術館研究紀要　第28号



能
性
が
あ
る
。
用
字
用
語
の
異
同
に
関
し
て
、
理
解
を
適
切
に
示
す
に
は
後
考
を
要
す

る
が
、
参
考
資
料
と
し
て
異
同
一
覧
を
掲
載
す
る（
表
を
参
照
）。

そ
れ
で
は
付
随
し
て
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る《
嶺
松
廬
図
》
に
、
こ
の
屋
敷
の
風

景
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
。
屋
敷
は
茅
葺
、
板
葺
、
瓦
葺
を
組
み
合
わ
せ

た
屋
根
で
、
障
子
を
開
け
た
内
部
は
書
斎
、
そ
の
隣
は
唐
紙
の
襖
、
八
角
窓
の
壁
で
隔

た
れ
た
板
座
と
な
っ
て
い
る
。
書
斎
に
は
朱
塗
り
の
卓
が
あ
り
、
卓
上
に
唐
紙
が
敷
か

れ
、
筆
筒
や
筆
架
、
水
滴
な
ど
の
文
房
具
、
帙
に
包
ま
れ
た
書
籍
が
置
か
れ
て
い
る
。

卓
の
周
り
に
は
屛
風
、
床
に
は
盆
石
が
あ
り
、
縁
側
に
は
男
性
が
座
っ
て
い
る
。
男
性

は
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
着
衣
を
左
衽
と
し
、
右
手
に
朱
色
の
如
意
を
持
ち
、
左
手
を
左
膝

に
乗
せ
、
柱
に
も
た
れ
て
片
膝
を
立
て
る
よ
う
な
姿
で
、
書
斎
の
主
人
が
閑
居
す
る
様

子
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
板
座
で
は
、
童
女
が
茶
を
煎
じ
て
い
る
。
童
女
は

涼
炉
に
ボ
ー
フ
ラ（
急
須
）を
掛
け
、
烏
府（
炭
斗
）に
羽
箒
、
火
箸
を
置
き
、
左
手
に

炉
扇（
団
扇
）
を
持
っ
て
膝
立
ち
し
た
姿
で
、
主
人
の
身
の
回
り
を
世
話
す
る
様
子
を

表
し
て
い
る
。
屋
外
に
は
門
扉
付
き
の
板
塀
と
竹
垣
に
囲
わ
れ
た
庭
が
あ
り
、
庭
内
に

は
飛
石
や
手
水
鉢
、
石
燈
籠
が
置
か
れ
、
松
や
杉
な
ど
の
樹
木
が
茂
っ
て
い
る
。
樹
上

に
は
逆
三
日
月
が
昇
り
、
飛
石
や
地
面
、
屋
敷
の
壁
は
明
け
方
の
光
に
う
っ
す
ら
と
照

ら
さ
れ
た
よ
う
な
様
子
を
表
し
て
い
る
。
屋
上
に
は
な
だ
ら
か
な
山
が
見
え
、
そ
の
山

に
一
本
の
木
が
立
っ
て
い
る
。

合
装
さ
れ
た《
嶺
松
廬
記
》
を
念
頭
に
置
け
ば
、
山
上
の
木
が
宗
箇
松
で
あ
る
こ
と

は
了
解
で
き
る
が
、
同
時
に
矛
盾
も
浮
か
び
上
が
る
。
す
な
わ
ち
書
斎
か
ら
庭
を
見
る

方
角
は
西
で
、
そ
こ
に
現
実
で
は
東
か
ら
昇
る
逆
三
日
月
が
見
え
、
宗
箇
松
の
配
置
に

記
文
と
の
齟
齬
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を「
齟
齬
」
と
感
じ
る
の
は
現

実
風
景
の
再
現
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
、
描
か
れ
た
空
を
心
象
風
景
と
み
れ
ば
、
東
の

逆
三
日
月
に
対
す
る
西
の
宗
箇
松
と
い
う
理
解
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た《
嶺
松
廬
記
》

干
城
。
業
在
立
志
、
々
在
報
君
。
然
食
君
之
禄
、
玩
愒
／
曠
歳
、
以
宗
固
氏
老
後

之
樂
為
樂
、
不
亦
左
乎
。
宗
固
氏
勇
／
武
烜
赫
。
如
彼
而
其
有
風
趣
亦
如
此
。
子

孫
世
為
國
柱
石
、
不
／
墜
家
聲
。
女
小
子
所
知
也
。
今
吾
朝
夕
視
以
為
娯
、
乃
所

以
為
警
／
也
。
陶
靖
節
高
節
之
士
。
其
詩
云
、
冬
嶺
秀
孤
松
。
摘
其
字
、
以
／
名

吾
廬
。
歳
次
甲
子
冬
十
一
月
也
。「
藝
藩
教
授
賴
惟
寛
印
」（
朱
文
長
方
印
）

文
の
内
容
は
三
段
構
成
で
、
①
藩
か
ら
拝
領
し
た
屋
敷
を
改
修
し
て
宗
箇
松
の
眺
望

を
得
た
こ
と
、
②
そ
の
端
緒
で
あ
る
上
田
宗
箇（
一
五
六
三
〜
一
六
五
〇
）
の
生
き
方

に
藩
士
が
持
つ
べ
き
社
会
道
徳
を
重
ね
合
わ
せ
て
宗
箇
松
を
眺
め
、
日
々
の
楽
し
み
、

戒
め
と
し
て
い
る
こ
と
、
③
陶
淵
明（
三
六
五
〜
四
二
七
）「
四
時
歌
」
の
一
句「
冬
嶺

秀
孤
松
」か
ら
、
二
字
を
選
ん
で
屋
敷
の
居
室
に
名
付
け
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
屋

敷
に
関
す
る
情
景
描
写
は
簡
潔
で
、
薪
小
屋
と
竹
や
ぶ
を
取
り
払
っ
て
、
屋
敷
の
西
嶺

に
立
つ
宗
箇
松
の
眺
望
を
得
た
、
と
い
う
程
度
で
あ
る
。
文
中
、
最
も
詳
述
さ
れ
る
の

は
②
で
、
春
水
は
こ
の
松
を
植
え
た
宗
箇
が
文
武
に
優
れ
た
名
士
で
あ
っ
た
こ
と
を
例

と
し
、
主
君
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
は
宗
箇
の
よ
う

に
文
武
に
精
励
し
、
万
事
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
、
子
弟
ら
に
説
き
明
か
す
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
様
相
か
ら「
嶺
松
廬
記
」の
性
格
を
読
み

取
る
な
ら
ば
、
居
室
名
に
つ
い
て
由
来
を
記
し
た
文

章
で
あ
り
な
が
ら
、
朱
子
学
を
信
奉
し
て
道
徳
教
育

に
取
り
組
ん
だ
春
水
の
精
神
が
よ
く
表
れ
た
教
訓
書

で
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。
な
お《
嶺
松
廬
図
》
合
装
本

の
原
文
に
は
脱
字
記
号
、
校
正
の
有
無（
図
４
）
を
二

か
所
に
認
め
ら
れ
、
春
水
に
よ
る
最
終
稿
に
近
い
可

図4　嶺松廬記（校正箇所）
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表
　
「
嶺
松
廬
記
」
に
お
け
る
用
字
用
語
の
異
同
一
覧

﹇
凡
例
﹈各
原
文
の
用
字
用
語
が
異
な
る
箇
所
を
抜
き
出
し
て
枠
囲
い
し
た
。
な
お
原
文
表
記
を
比
較
す
る
た
め

に
句
読
点
は
加
え
ず
、
四
種
の
う
ち
一
種
の
み
に
確
認
で
き
る
用
例
に
は
網
掛
け
し
た
。
ま
た
脱
字
記
号
に
は

中
黒（
・
）を
用
い
、
脱
字
記
号
に
対
す
る
校
正
は「　

」内
に
記
し
た
。

《
嶺
松
　
二
字
》
合
装
本
（
頼
春
水
書
）

《
嶺
松
廬
図
》
合
装
本
（
頼
春
水
書
）

《
頼
氏
旧
宅
図
》
合
装
本
（
頼
聿
庵
書
）

『
春
水
遺
稿
』
収
録
本
（
頼
山
陽
編
、
一
八
二
八
年
）

寛
政
元
年
己
酉
冬  

奉
賜  

第
之
命

  

寛
政
元
年
己
酉  

之
冬  

奉
賜  

苐
之
命

  

寛
政
元
年
己
酉
冬　
　
　

賜  

第
之
命

  

己
酉
冬　
　余
受

  

賜

翌
年
庚
戌
秋
徒
居
焉

翌
年
庚
戌  

之
秋
徒
居
焉

翌
年
庚
戌
秋
徒
居
焉

庚
戌
秋
徒
居
焉

地
近
于  

市
百
需
皆
得

地
近
于  

・「
市
」

 　

 

百
需
皆
得

地
近
于  

市
百
需
皆
得

地
近
于  

市
百
需
皆
得

獨  

知
讀
書
講
習
之
處

獨　
　知
有

 讀
書
講
習
之
處

獨　
　知
有

 讀
書
講
習
之
處

獨  

覺
讀
書
講
習
之
處

稍  

為
不
便  

居
數
年

  　

欲
更  
之
而
不  

更 

稍  

為
不
便  

居
數
年

  　

欲
更  

之
而
不  

更 

稍  

為
不
便  

居
數
年

  　

欲
更  

之
而
不  

更 

稍  

有
不
便  

者
欲
更　
　其
地

 而
不  

果
居
數
年

  

召
工  

人
口
講
指
畫
刻
日
量  
功
而
授
之

召
工  

師
口
講
指
畫
刻
日
量  

力
而
授
之

召
工  

人
口
講
指
畫
刻
日
量  

功
而
授
之

召
工  

人
口
講
指
畫
刻
日
量  

功
而
授
之

工
人
解
事
屋
梁
不
動
而  

各
易
區
處

工
人
解
事
屋
梁
不
動
而  

各
易
區
處

工
人
解
事
屋
梁
不
動
而  

各
易
區
處

工
人
解
事
屋
梁
不
動
而  

互
易
區
處

更  

斬
踈
竹
數
竿

更  

踈
竹
數
竿

更  

踈
竹
數
竿

更  

踈
竹
數
竿

所
謂
宗
固
氏  

松
者　
　四
方

 所
瞻
卬

所
謂
宗
固
氏  

・
者　
　四
方

 所
瞻
卬

所
謂
宗
固
氏  

松
者　
　四
方

 所
瞻
卬

所
謂
宗
固
氏  

松
者　
　闔
國

 所
瞻
卬

余  

甚
愛
之

  　

子
姪
門
生
為
賀
之

余  
甚
愛
之

  　

子
姪
門
生
為
賀
之

余  

甚
愛
之

  　

子
姪
門
生
為
賀
之

余　
　
　
　
喜
出
意
外
子
姪
門
生  

皆
爲  

吾
賀
之

今
國
老
上
田
氏
之
祖  

名
重
羽

 
今
國
老
上
田
氏
之
祖

今
國
老
上
田
氏
之
祖  

名
重
政

 

今
國
老
上
田
氏
之
祖

天
正
慶
長
之
際  

在
戦
鬭  

兵
馬
之

     

間  

有
名
士
稱

  　

天
正
慶
長
之
際  

在
戦
鬭  

兵
馬
之

  　

間  

有
名
士
稱

  　

天
正
慶
長
之
際  

在
戦
鬭  

兵
馬
之

  　

間  

有
名
士
稱

  　

  

在
天
正
慶
長
之
際  

著
名
於

  　

戰
闘
間

若
樫
井
血
戦
遂
殲  

渠
魁

若
樫
井
血
戦
遂
殲  

巨
魁

若
樫
井
血
戦
遂
殲  

渠
魁

若
樫
井
血
戰
遂
殲  

渠
魁

園
與　
　三
瀧
對
其
頂
栽
松

園
與　
　三
瀧
對
其
頂
栽
松

園
與　
　三
瀧
對
其
頂
栽
松  

樹
一
株

   

園
與　
　西
嶺

 對
其
頂
栽
松

園
樹
相
接　
　極
為
勝　
　絶
夫

 宗
固
氏

園
樹
相
接　
　極
為
勝　
　絶
蓋

 宗
固
氏

園
樹
相
接　
　極
為
勝　
　絶
夫

 宗
固
氏

園
樹
相
接　
　以
取
勝　
　觀
夫

 宗
固
氏

余
今
偶
然
得  

之
几
案
上

余
今
偶
然
得  

諸
几
案
上

余
今
偶
然
得  

諸
几
案
上

余
今
偶
然
得  

諸
几
案
上

顧
謂

 　

 

二
百
年
前   

宗
固
氏

  　

為  

我
栽
之      

亦
可

 奇
亦
甚

    謂

 二
百
年
前
為  

余
栽
之　
　亦
可
奇
亦
甚

顧
謂

 　

 

二
百
年
前   

宗
固
氏

  　

為  

余
栽
之      

亦
可

 奇
亦
甚

 

如 

二
百
年
前　
　
　

  

爲　

  

栽
之　
　
　

  

奇

吾
與  

女
幸
生
於
偃
武
之
後

吾
與　
　女
軰

 幸
生
於
偃
武
之
後

吾
與  

汝
軰   

幸
生
於
偃
武
之
後

吾
與　
　女
軰

 幸
生
於
偃
武
之
後

 

游
觀
以
為
娯
其　
　将
如

 之
何

 

游
觀
以
為
娯
其　
　将
如

 之
何

 

游
觀
以
為
娯
其　
　将
如

 之
何

觀  

焉
以
爲
娯
其  

謂
之
何  

哉 

以
備　
　
　
　
國
家
之
用
或
為
爪
牙
或
為　
　干
城

以
備　
　緩
急

 或
為
爪
牙
或
為　
　干
城

以
備　
　緩
急

 或
為
爪
牙
或
為　
　干
城

以
備　
　緩
急

 或
爲
爪
牙
或
爲　
　股
肱

業
在
立
志  

志
在
報
君

業
在
立
志  

々
在
報
君

業
在
立
志  

志
在
報
君

業
在
立
志  

志
在
報
君

為
樂  

不
亦
左

  　

乎

為
樂  

不
亦
左

  　

乎

為
樂  
不
亦
左

  　

乎

爲
樂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乎

 

児
孫
世
為
國  

柱
石

 

子
孫
世
為
國  

柱
石

 

児
孫
世
為
國  
柱
石

 

児
孫
世
爲
國  

拄
石

　
　
　
　
　
　
　

  

小
子
所
知

 

女
小
子
所
知  

也 
 

汝
小
子
所
知  
也 

 

女
小
子
所
知  

也 

　
　
　
　
　
　
　

  

視
以
為
娯  

亦
所
以
為
警
也
　
　
　
　

  

視
以
為
娯  

乃
所
以
為
警
也

　
　
　
　

  

視
以
為
娯  
亦
所
以
為
警
也

　
　
　
　
　
　
　
　

  

視
以
爲
娯  

亦
所
以
爲
警
也

陶
靖
節　
　高
節
之
士  

也
其
詩  

曰 

陶
靖
節　
　高
節
之
士
其
詩  

云 

陶
靖
節　
　高
節
之
士  

也
其
詩  
云 

陶
靖
節　
　忠
義
之
士  

也
其
詩  

曰 

　
　
　
　
　

  

冬
十
一
月

　
　
　
　

  

冬
十
一
月  

也 

　
　
　
　
　
　
　

  

冬
十
一
月

　
　
　

  

冬
十
一
月  

也 

其
業
遠
且
大
皆
女

今
日
之
樂
則
豈
非
宗
固
氏
之
罪
人

也
賴
惟
完
千
秋
甫
識

時
文
化
元
年

歳
次
甲
子

在
江
戸

奉

今
第

時
文
化
元
年
甲
子

時
甲
子

宗
固
氏

余

也

者
何
其

賴
惟
完
撰

今
西
嶺
之
松
朝
夕

今
吾
朝
夕

今
吾
朝
夕

西
嶺
之
松
遺
愛
所
存

26 ( 21 )

広島県立美術館研究紀要　第28号



の
内
容
に
関
係
は
な
い
が
、
男
性
の
着
衣
が
左
衽
で
、
一
般
に
行
わ
れ
る
右
衽
と
は
異

な
る
描
写
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
る
。
以
上
の
留
意
点
を
含
む
一
方
、
描
か
れ
た

男
性
は
春
水
、
童
女
は
娘
の
三
穂（
一
七
八
九
〜
一
八
二
六
）
と
し
て
、
遅
く
と
も
大

正
四
年（
一
九
一
五
）
に
は
比
定
さ
れ（

７
）、

春
水
が
書
斎
の
縁
側
に
閑
居
し
て
屋
外
を
見

る
様
子
、
居
宅
風
景
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
る
作
品
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。

二
　
太
田
午
庵
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
画
家
を
午
庵
と
す
る
伝
称
の
当
否
に
つ
い
て
述
べ
る
。
午
庵
の
名
は

豫
、
字
は
子
順
、
通
称
は
権
三
郎
と
い
う
。
午
庵
は
号
で
、
俳
号
に
呂
十
が
あ
り
、

絵
画
や
俳
諧
で
世
間
に
知
ら
れ
、
文
化
元
年
甲
子
（
一
八
〇
四
）
に
落
成
し
た
別
業

を
甲
子
楼
と
称
す
る
。
広
島
藩
士
と
し
て
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
鎗
奉
行
、
同

七
年
目
付
、
同
八
年
先
手
物
頭
を
務
め
る
が
、
生
来
多
病
で
文
化
三
年
に
致
仕
、
同

五
年
七
月
十
一
日
に
病
没
し
た
。
頼
家
と
交
遊
を
重
ね
る
様
子
は
『
春
水
日
記
』『
梅

颸
日
記
』（
と
も
に
『
頼
山
陽
全
書
』
所
収
）
に
記
さ
れ
て
お
り
、
寛
政
十
一
年
以
降
に

彼
ら
が
私
用
で
会
す
る
記
事
、
文
化
二
年
以
降
に
は
春
水
ら
が
午
庵
の
甲
子
楼
を
訪

ね
る
記
事
を
た
び
た
び
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
今
日
に
伝
わ
る
午
庵
の
代
表
作
品
、

基
準
作
品
に
は
個
人
蔵
の
《
二
十
四
景
図
》（
図
５
）
、
板
本
の
『
芸
備
孝
義
伝
二
編
』

（
図
６
）
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
春
水
ら
と
の
親
密
な
関
係
が
表
れ
て
い
る
。

一
点
目
の
《
二
十
四
景
図
》
は
縦
一
六
・
九
㎝
、
横
二
四
・
五
㎝
の
絹
本
に
着
色
で
、

富
士
や
琵
琶
湖
な
ど
各
地
の
名
勝
二
十
四
か
所
が
伸
び
や
か
に
描
か
れ
た
折
帖
で
あ

る
。
画
面
に
は
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）「
壬
戌
春
正
月　

午
菴
」
の
款
記
が
あ
り
、

題
字
は
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
春
水
が
薄
墨
で
「
午
葊
遺
墨
」
と
書
し
、
跋
文
は

さ
ら
に
何
年
か
後
に
山
陽
が
加
え
て
い
る
。
二
点
目
の
『
芸
備
孝
義
伝
二
編
』
は
享

和
三
年
の
発
行
で
あ
る
。
七
代
藩
主
浅
野
重
晟
（
一
七
四
三
〜
一
八
一
三
）
の
命
を

図5　二十四景図　昆陽池（右から全図、部分2点）

図6　芸備孝義伝二編（挿絵、右から巻一14・15丁、巻五17丁、巻七2丁）
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受
け
た
春
水
ら
が
、
領
内
の
孝
子
及
び
義
人
で
藩
か
ら
表
彰
さ
れ
た
者
の
略
伝
を
ま

と
め
た
全
七
巻
の
書
物
で
、
割
庄
屋
や
町
年
寄
に
配
布
し
、
民
衆
教
化
に
用
い
る
目

的
で
企
画
さ
れ
た
。
午
庵
は
こ
の
挿
絵
全
四
十
六
図
を
担
当
し
、
民
衆
の
生
活
情
景

を
題
材
と
し
て
描
い
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
『
春
水
日
記
』
享
和
二
年
四
月
九
日
に

「
午
庵
至
、
留
酌
及
夜
、
孝
義
傳
之
事
申
談
」
と
あ
り
、
午
庵
は
春
水
か
ら
直
接
、
挿

絵
の
依
頼
を
受
け
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

次
に
各
作
品
の
画
面
構
成
や
形
態
描
写
の
特
徴
を
若
干
挙
げ
る
。
画
面
の
縦
横
比

は
、
横
長
の
場
合
で
、
縦
に
対
し
て
横
を
約
一
・
四
〜
一
・
六
倍
と
し
、
画
面
に
対
し

て
左
手
前
の
近
景
は
斜
め
に
、
中
景
か
ら
奥
は
並
行
に
設
定
し
、
右
奥
に
は
近
景
と

遠
景
を
接
続
す
る
よ
う
な
林
を
表
し
、
さ
ら
に
奥
に
な
だ
ら
か
な
山
並
み
の
起
伏
を

表
す
傾
向
が
あ
る
（
図
５
、
図
６
）
。
こ
の
近
景
と
遠
景
の
中
間
に
あ
る
樹
木
の
葉

叢
は
、
水
平
方
向
に
伸
ば
し
て
描
く
（
平
頭
点
）
。
人
物
は
、
狭
い
肩
に
比
し
て
長

い
腕
を
持
つ
傾
向
が
あ
り
、
特
異
な
身
体
感
覚
を
示
す
（
図
６
）
。
樹
木
の
描
写
で

は
枝
の
分
か
れ
目
に
濃
墨
を
差
し
て
強
調
す
る
こ
と
（
図
５
）
、
弧
を
描
く
よ
う
な

松
の
枝
ぶ
り
（
図
６
）
、
屋
敷
を
支
え
る
柱
の
輪
郭
の
内
に
描
線
を
頻
り
に
走
ら
せ
、

建
具
と
し
て
の
質
感
を
表
す
こ
と
（
図
６
）
な
ど
の
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
家
屋
の

壁
（
図
５
）
や
地
面
に
対
す
る
色
彩
の
濃
淡
、
明
暗
に
よ
っ
て
日
や
月
の
明
か
り
、

照
り
返
し
を
表
し
、
風
や
雨
、
雪
な
ど
の
天
候
と
共
に
移
ろ
う
季
節
や
時
間
の
表
現

に
注
意
し
て
い
る
こ
と
は
、
俳
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
午
庵
な
ら
で
は
の
大
き
な
特

色
で
あ
ろ
う
。

わ
ず
か
二
点
の
作
品
を
以
て
、
一
人
の
画
家
が
生
ん
だ
作
風
を
捉
え
尽
く
す
こ
と

は
到
底
で
き
な
い
が
、
先
に
挙
げ
た
画
面
構
成
や
形
態
描
写
の
特
徴
は
《
嶺
松
廬
図
》

に
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
近
景
の
屋
敷
風
景
と
遠
景
の
配
置
、
そ
の

中
間
に
あ
る
樹
木
の
平
頭
点
に
よ
る
葉
叢
描
写
、
人
物
描
写
に
お
け
る
身
体
感
覚
、

松
樹
の
枝
ぶ
り
、
建
具
の
質
感
描
写
、
家
屋
の
壁
や
飛
石
、
地
面
に
お
け
る
色
調
の

表
現
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
午
庵
の
作
品
に
つ
い
て
、《
二
十
四

景
図
》
の
山
陽
跋
は
貴
重
な
評
価
を
伝
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
釈
文
を
掲
載
す
る
。

な
お
掲
載
に
あ
た
っ
て
、
原
文
の
改
行
を
／
で
示
し
、
読
解
に
資
す
る
句
読
点
を

補
っ
た
。「

僇
」（
朱
文
長
方
印
）

二
十
四
景
着
色
、
午
翁
所
畫
／
也
。
予
辱
翁
忘
年
交
、
其
出
游
未
／
曽
不
與
偕
。

常
欲
同
探
諸
名
勝
、
／
不
遂
而
没
。
翁
晩
年
畫
最
妙
。
人
々
／
争
蔵
、
而
其
家
不

留
一
焉
。
孤
子
大
／
幹
至
乞
諸
他
人
、
以
存
手
澤
。
獨
此
／
畫
具
在
於
家
、
故
更

加
装
飾
。
是
／
十
餘
年
前
作
了
、
而
其
設
意
寫
／
象
、
無
一
渉
陳
腐
。
縮
大
景
於

小
／
幀
、
而
不
見
蹇
澁
糊
塗
之
態
。
非
翁
／
莫
能
為
焉
。
吁
事
於
此
景
也
。
徒
／

觀
諸
翁
之
筆
底
矣
。
不
得
觀
諸
／
翁
之
杖
底
也
。
悲
夫
。

辱
愛
賴
襄
拝
題

「
賴
襄
之
印
」（
朱
文
方
印
）「
子
成
」（
白
文
方
印
）

こ
の
跋
に
お
い
て
山
陽
は
、
午
庵
が
諸
国
の
風
景
を
探
索
し
、
縮
写
し
た
画
面
に
は

ぎ
こ
ち
な
さ
、
ご
ま
か
し
が
ま
っ
た
く
見
え
ず
、
午
庵
以
外
の
誰
が
描
け
よ
う
か
、
と

述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
午
庵
に
は
、
実
際
の
風
景
、
風
俗
に
接
し
て
、
そ
れ
ら
の
特

色
を
つ
か
み
取
っ
て
画
面
を
構
成
し
、
説
得
力
あ
る
空
間
を
表
現
す
る
力
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
山
陽
の
言
葉
も
踏
ま
え
て《
嶺
松
廬
図
》
を
見
直
せ
ば
、
こ
の

画
面
は
日
常
風
景
で
あ
る
か
の
よ
う
な
真
実
性
、
心
象
風
景
と
し
て
の
象
徴
性
が
組
み

合
わ
さ
れ
て
お
り
、
午
庵
の
特
色
が
よ
く
表
れ
た
作
品
と
言
え
よ
う
。
以
上
、
数
少
な

い
資
料
を
比
較
し
て
の
見
解
に
過
ぎ
な
い
が
、《
嶺
松
廬
図
》画
家
を
午
庵
と
す
る
伝
称
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り
、「
西
樓
」
は『
春
水
日
記
』『
梅
颸
日
記
』
に
よ
れ
ば
文
化
九
年
、
さ
ら
に
近
接
表
記

の「
新
樓
」
を
同
義
に
み
な
し
て
も
同
八
年
の
初
出
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
図
面
の
内

容
年
代
も
文
化
八
年
頃
ま
で
降
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
図
７
か
ら
図
８
へ
の
変
更
点
を
確
認
す
る
限
り
、「
嶺
松
廬
記
」
で「
今
讀
書
處
」

と
述
べ
る
の
は「
松
廬
」「
書
斎
」の
い
ず
れ
か
、
又
は
両
方
を
指
す
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の「
松
廬
」
に
つ
い
て
、『
春
水
日
記
』
に
は
文
化
二
年
三
月
二
十
五
日「
松
廬
小

飲
」
と
あ
る
の
が
初
出
で
、
そ
の
ほ
か「
小
飲
」「
詩
会
」「
小
酌
」「
塾
生
集
飲
」「
與
塾

生
小
酌
」「
饗
」「
酒
宴
」「
酒
呑
」「
小
集
」
と
あ
り
、
饗
応
の
場
と
し
て
機
能
し
た
こ
と

を
う
か
が
え
る
。
ま
た『
梅
颸
日
記
』
に
は
文
化
二
年
二
月
十
九
日「
新
座
敷
庭
御
見

合
」、
同
月
二
十
一
日「
新
座
敷
庭
・
垣
な
ど
直
さ
せ
、
御
見
分
」と
あ
り
、「
松
廬
」を

「
新
座
敷
」と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
や
図
８
に
お
け
る「
床
」の
配
置
、「
松

廬
」
と「
書
斎
」
の
縁
側
に「
ヒ
ラ
キ
戸
」
と
注
記
さ
れ
る
点
を
合
わ
せ
る
と
、「
松
廬
」

は
空
間
の
独
立
性
と
拡
張
性
を
併
せ
持
ち
、
西
北
面
の
障
子
と「
書
斎
」
の
襖
を
開
け

放
て
ば
、
宗
箇
松
の
眺
望
を
受
け
る
十
三
畳
ほ
ど
の
大
座
敷
と
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

９
）。

屋
敷
の
事
実
性
と
の
対
照
か
ら
、《
嶺
松
廬
図
》が
実
際
と
は
異
な
る
仮
想
の

書
斎
風
景
を
描
く
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ
の
意
味
で
は
描
か
れ
た
男
性
の
姿
勢

や
着
衣
、
童
女
の
役
割
、
さ
ら
に
は
庭
に
立
つ
松
も
同
様
に
理
解
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
ず
男
性
は
、
い
わ
ゆ
る
脇
息
に
も
た
れ
る
維
摩
像）

10
（

、
柿
本
人
麿
像
、
さ

ら
に
は
山
中
な
ど
に
閑
居
す
る
文
人
像
に
近
く
、
隠
逸
の
姿
勢
を
模
し
た
も
の

で
、
こ
の
男
性
と
童
女
に
は
、
主
人
と
従
者
の
関
係
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
着
衣
を
一
般
と
は
異
な
る
左
衽
に
描
写
す
る
点
は
、
稀
で
は
あ
る
が
神
仙

を
表
す
場
合
な
ど
に
み
る
こ
と
が
で
き）

11
（

、
庭
に
隣
り
合
っ
て
立
つ
丈
が
高
い

二
本
の
松
は
神
仙
を
寄
せ
る
霊
木
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る）

12
（

。
隠
逸
の
姿
勢
、

は
妥
当
と
考
え
る
。

三
　
《
嶺
松
廬
図
》
に
お
け
る
仮
想
と
現
実

春
水
や
山
陽
と
親
し
く
交
遊
し
、
幾
度
も
屋
敷
を
訪
問
し
て
い
る
午
庵
を
作
者
と
し

て
首
肯
す
る
見
解
に
立
つ
と
き
、
こ
の
画
面
に
屋
敷
の
事
実
性
が
反
映
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
る
の
は
、
今
日
、
一
般
論
と
し
て
自
然
に
生
じ
る
見
方
で
あ
る
。
そ
こ

で
屋
敷
の
室
内
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
確
認
す
る
た
め
、《
頼
氏
旧
宅
図
》

（
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
蔵
）の
う
ち
、
寛
政
二
年（
一
七
九
〇
）か
ら
同
十
年
に
至
る
間

の
平
面
図（

８
）（

図
７
）、
文
化
元
年（
一
八
〇
四
）
頃
と
さ
れ
る
平
面
図（
図
８
）
を
取
り

上
げ
、
各
図
の
西
北
部
分
に
注
目
す
る
。

図
７
の「
碓
部
屋
」
及
び「
藪
少
々
」
は「
嶺
松
廬
記
」
に
お
け
る「
薪
廠
」及
び「
踈

竹
數
竿
」
に
対
応
し
、
こ
れ
ら
を
西
北
に
見
る「
茶
ノ
間
十
三
畳
」
は
、
図
８
で「
松

廬
」「
書
斎
」の
二
部
屋
に
改
め
ら
れ
、「
書
斎
」に
は「
押
込
」を
残
し
て「
床
」を
新
設

し
た
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
図
８
は「
松
廬
」
を
囲
う
庭
内
に「
西
樓
」
を
記
し
て
お

図7　頼氏旧宅図　一（西北部分）

図8　頼氏旧宅図　二（西北部分）
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行
し
た
一
方
、
詩
画
軸
の
盛
行
は
す
で
に
往
古
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
時
代
に
あ
っ
て
午
庵
は
、
春
水
の
掲
げ
る
道
徳
観
を
象
徴
化
し
た
書
斎
図

を
以
て
、
精
神
の
肖
像
画
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。《
嶺
松
廬

図
》
は
仮
想
の
書
斎
風
景
に
隠
者（
陶
淵
明
）
の
名
を
挙
げ
た
記
文
を
合
わ
せ
て
掛
物

と
す
る
点
で
は
詩
画
軸
、
主
題
と
な
っ
た
屋
敷
主
人
の
精
神
を
伝
え
る
点
で
は
別
号
図

の
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
延
長
線
が
交
差
す
る
点
上
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。お

わ
り
に

《
嶺
松
廬
図
》は
旧
来
、
実
際
に
あ
っ
た
屋
敷
を
主
人（
春
水
）の
友
人
で
あ
る
画
家

（
午
庵
）
が
描
い
た
作
品
と
伝
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
屋
敷
の
事
実
性
が
担
保
さ

れ
た
作
品
と
思
え
た
が
、
画
面
に
は
事
実
と
異
な
る
空
間
が
表
れ
て
い
る
こ
と
を
見

た
。
そ
し
て
、
こ
の
画
家
を
午
庵
と
す
る
伝
称
は
作
風
面
か
ら
妥
当
と
み
な
す
見
解
を

示
し
た
上
で
、
実
際
の
屋
敷
を
熟
知
す
る
午
庵
が
仮
想
の
書
斎
風
景
と
し
て
描
い
た
意

図
に
つ
い
て
、
詩
画
軸
や
別
号
図
と
い
っ
た
在
り
方
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

描
か
れ
た
人
物
の
精
神
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
男
性
の
姿
勢
に
藩
儒
と
し
て
生
き
続

け
て
未
だ
叶
わ
ぬ
隠
逸
へ
の
憧
れ
、
身
の
回
り
の
煎
茶
趣
味
に
日
常
生
活
の
様
子
な
ど

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
重
要
な
の
は
、《
嶺
松
廬
図
》は
春
水
を

実
際
の
居
宅
と
は
異
な
る
書
斎
に
閑
居
さ
せ
、
常
人
と
異
な
る
姿
勢
、
着
衣
で
、
如
意

を
持
た
せ
て
教
授
す
る
立
場
で
あ
る
こ
と
を
表
し
、
ま
た《
嶺
松
廬
記
》
は
居
室
名
の

由
来
を
述
べ
て
、
春
水
が
子
弟
ら
に
藩
士
の
道
徳
を
説
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の

主
張
や
享
受
さ
れ
る
環
境
を
考
え
れ
ば
、
自
室
の
床
に
こ
の
掛
物
を
眺
め
た
享
受
者
に

主
人
と
従
者
、
神
仙
の
着
衣
、
霊
木
と
し
て
の
松
、
い
ず
れ
も
が
実
際
と
は
異
な
る
仮

想
世
界
を
表
す
記
号
な
の
で
あ
る
。

他
方
、
現
実
世
界
を
踏
ま
え
た
蓋
然
性
の
高
い
描
写
と
い
う
観
点
で《
嶺
松
廬
図
》

を
み
る
と
、
宗
箇
松
の
姿
や
男
性
の
相
貌
が
そ
れ
に
当
た
る
。
宗
箇
松
は
、
画
面
に
向

か
っ
て
右
側
は
背
が
低
く
、
左
側
の
背
が
高
い
姿
で
、
肖
像
画
と
言
え
る
ほ
ど
の
克
明

な
姿
を
伝
え
る
土
佐
光
芳（
一
七
〇
〇
〜
一
七
七
二
）《
宗
箇
松
図
》
左
幅（
二
幅
の
う

ち
、
上
田
流
和
風
堂
蔵
）同
様
の
特
徴
を
伝
え
て
お
り
、
遠
望
し
た
様
子
と
し
て
は
十

分
な
肖
似
性
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
春
水
の
相
貌
と
し
て
、
松
平
定
信（
一
七
五
八

〜
一
八
二
九
）が
谷
文
晁（
一
七
六
三
〜
一
八
四
〇
）に
命
じ
て
作
ら
せ
た
と
い
う《
近

世
名
家
肖
像
図
》巻（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）の
文
化
六
年（
一
八
〇
九
）春
水
六
十
四

歳
像
や
頼
家
伝
来
の《
頼
春
水
肖
像
画
》（
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
蔵
）が
あ
る
。
特
に
後

者
で
は
、
で
っ
ぷ
り
と
し
た
鼻
や
張
り
出
し
た
顎
、
垂
れ
た
眼
、
眉
間
か
ら
や
や
離
れ

た
眉
、
口
元
の
髭
な
ど
が
描
写
さ
れ
て
お
り
、《
嶺
松
廬
図
》に
描
か
れ
た
男
性
の
相
貌

に
類
似
し
た
雰
囲
気
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
仮
想
の
書
斎
風
景
に
、
春
水
が
記
文

で
述
べ
る
道
徳
観
や
春
水
自
身
の
肖
似
性
を
付
与
す
る
も
の
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
意
図
の
理
解
に
あ
た
っ
て
は
、
室
町
時
代
に
お
け
る
詩
画
軸
や
明
代
文

人
画
に
お
け
る
別
号
図
の
在
り
方
が
参
考
と
な
る
。
詩
画
軸
は
書
斎
図
の
一
形
式
で
、

自
然
の
な
か
に
隠
者
が
住
む
中
国
風
の
草
庵
を
描
き
、
隠
逸
の
趣
を
詠
む
詩
文
を
書
き

添
え
て
、
禅
僧
ら
が
理
想
と
す
る
閑
寂
な
境
地
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た）

13
（

の
に
対
し
て
、

別
号
図
は
多
く
の
場
合
、
題
跋
を
伴
う
画
巻
で
、
草
庵
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
実
際
の
別

業
や
園
林
の
一
部
を
描
く
形
式
に
よ
り
、
そ
の
所
有
者
固
有
の
精
神
を
表
し
、
肖
像
画

と
よ
く
似
た
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た）

14
（

。
た
だ
し
春
水
の
生
き
た
時
代
に
は
、
明

代
文
人
画
へ
の
関
心
か
ら
池
大
雅（
一
七
二
三
〜
一
七
七
六
）
や
木
村
蒹
葭
堂

（
一
七
三
六
〜
一
八
〇
二
）
ら
が
別
号
図
を
取
り
入
れ）

15
（

、
真
景
図
と
い
う
取
組
み
も
盛
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制
作
の
周
辺
」『
寛
永
文
化
の
肖
像
』、
勉
誠
出
版
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
を
参
照
。

（
11
）
今
日
一
般
に
は
死
者
の
着
衣
と
さ
れ
る
左
衽
だ
が
、
江
戸
時
代
以
前
に
も
同
様
で
あ
っ
た
か
は
定
か

で
な
く
、
少
な
く
と
も
絵
画
表
現
に
限
っ
て
言
え
ば
、
頂
相
に
お
け
る
遺
像
や
浮
世
絵
に
お
け
る
死

絵
な
ど
を
見
て
も
左
衽
に
描
く
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

（
12
）
春
水
の
身
近
な
例
と
し
て
、
藩
主
浅
野
家
の
別
邸
「
縮
景
園
」
に
「
聚
仙
島
」
と
名
付
け
ら
れ
た
島

が
あ
る
。
こ
の
島
は
中
国
風
の
亭
に
隣
り
合
わ
せ
て
丈
が
高
い
二
本
の
松
を
植
え
た
島
で
、「
縮
景
園

二
十
勝
」
の
漢
詩
に
は
神
仙
が
遊
び
、
俗
塵
を
避
け
る
場
所
と
し
て
詠
ま
れ
、
松
は
神
仙
思
想
、
隠

逸
思
想
を
連
想
さ
せ
る
記
号
と
な
っ
て
い
た
。
漢
詩
に
つ
い
て
は
広
島
県
教
育
委
員
会
編
『
縮
景
園

史
』、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
を
参
照
。

（
13
）
中
島
博
「
美
術
の
中
の
、
山
水
に
心
を
澄
ま
す
人
々
」、
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
聖
と
隠
者
―
山
水
に

心
を
澄
ま
す
人
々
―
』
図
録
所
収
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
な
ど
。

（
14
）
宮
崎
法
子
『
中
国
絵
画
の
内
と
外
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
な
ど
。

（
15
）
横
尾
拓
真
「
池
大
雅
筆
「
楡
枋
園
図
巻
」（
大
徳
寺
蔵
）
に
つ
い
て
―
中
国
の
園
林
文
化
の
受
容
と
展

開
―
」『
美
術
史
』
一
七
八
号
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）。
朴
晟
希
「
木
村
蒹
葭
堂
筆
「
蒹
葭

堂
雅
集
図
」
の
史
的
意
義
―
十
八
世
紀
後
半
の
日
韓
に
お
け
る
日
本
文
人
の
表
象
―
」『
美
術
史
』

一
八
二
号
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
な
ど
。

【
図
版
出
典
】

図
6　

広
島
県
学
務
課
蔵
板
『
芸
備
孝
義
伝
二
編
』、
広
島
以
文
社
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）、
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

図
7
、
8　

頼
山
陽
史
跡
資
料
館
編
『
江
戸
時
代
広
島
の
風
景
』
図
録
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）、
ト

リ
ミ
ン
グ
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
。

（
す
み
か
わ　

あ
き
ひ
ろ
／
当
館
主
任
学
芸
員
）

は
、
記
文
と
絵
画
の
両
面
か
ら
、
春
水
の
教
導
を
得
る
思
い
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
書
斎

風
景
に
隠
逸
の
姿
勢
、
主
人
と
従
者
、
神
仙
の
着
衣
、
霊
木
と
し
て
の
松
な
ど
仮
想
世

界
の
記
号
を
重
ね
て
組
み
込
む
こ
と
に
は
、
人
物
固
有
の
精
神
を
表
す
こ
と
を
越
え

て
、
春
水
が
宗
箇
松
を
眺
め
る
ご
と
く
、
そ
の
精
神
が
礼
拝
対
象
と
し
て
尊
重
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
願
う
午
庵
の
意
図
が
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
と
お
り
、
本
稿
は《
嶺
松
廬
図
》
を
仮
想
と
現
実
が
混
交
し
た
書
斎
図
の
一

例
と
し
、
詩
画
軸（
書
斎
図
）や
別
号
図
と
い
っ
た
主
題
展
開
に
帰
結
し
て
紹
介
し
た
。

【
註
】

（
１
）
広
島
県
庁
内
、
頼
山
陽
先
生
遺
跡
顕
彰
会
編
『
頼
山
陽
全
書　

附
録
』、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

（
２
）
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
で
は
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
の
開
館
以
来
、「
嶺
松
廬
」
は
書
斎
名
で
、
略
し

て
「
松
廬
」
と
呼
び
、
屋
敷
や
家
塾
の
呼
称
に
も
な
っ
た
、
と
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
編
『
芸
藩
教
授
頼
春
水
と
頼
家
の
人
々
』
図
録
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）。
同

書
所
載
の
印
影
は
縦
四・五
㎝
、横
二・八
㎝
で
、わ
ず
か
に
異
な
る
。
し
か
し
『
頼
山
陽
全
書　

附
録
』

（
前
掲
註
１
）
所
載
の
印
影
に
基
づ
け
ば
縦
四・五
㎝
、
横
二・七
㎝
と
な
る
。

（
４
）
広
島
市
役
所
内
、
頼
山
陽
文
徳
殿
建
設
翼
賛
会
編
『
先
哲
遺
墨
集
』、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）

（
５
）
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
編
『
芸
藩
教
授
頼
春
水
と
頼
家
の
人
々
』
図
録
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）、
出

品
番
号
42
「
嶺
松
廬
記
」

（
６
）
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
編
『
芸
藩
教
授
頼
春
水
と
頼
家
の
人
々
』
図
録
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）、
出

品
番
号
31
「
頼
氏
旧
宅
図
」

（
７
）
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
編
『
頼
山
陽
と
ゆ
か
り
の
文
人
た
ち
』
図
録
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）

（
８
）
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
編
『
広
島
頼
家
こ
と
は
じ
め
』
図
録
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）

（
９
）「
松
廬
」「
書
斎
」
に
分
け
て
記
す
こ
と
は
平
面
図
に
お
け
る
一
義
で
、
こ
の
二
室
を
包
括
し
て
「
嶺

松
廬
」
又
は
「
松
廬
」
と
呼
称
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
頼
弥
次
郎
「
頼
春
水
ニ
賜
ハ
リ
シ
邸
地
」
参
照
、

頼
惟
勤
『
頼
惟
勤
著
作
集
Ⅲ　

日
本
漢
学
論
集
―
嶺
松
廬
叢
録
―
』、
汲
古
書
院
、
平
成
十
五
年

（
二
〇
〇
三
）
所
収
。
花
本
哲
志
氏
（
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
主
任
学
芸
員
）
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
10
）
図
像
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
門
脇
む
つ
み
「
脇
息
に
も
た
れ
る
肖
像
画
―
憧
れ
の
隠
逸̶

」「
肖
像
画
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